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平成 28 年度 研究計画（ホームページで公開）  Research Plan FY2016 (Post on Website) 

主たる研究テーマ 

Principal Research Subject  

日露中等教育における外国語教師養成について：教師コミュニティを構築す

る 

研究計画（400 字～500 字で記入すること。） Research Plan  (Approximately 100 Words) 

１）昨年度に引き続き公益財団法人国際文化フォーラム等の協力を得て、2016 年 9 月に日本の高等学校の

ロシア語教師とロシアの初等•中等学校の日本語教師向けに、カリキュラム開発ワークショップを実施する

予定である。今年は、モスクワとペテルブルグで研修を担当する。 

２）１）のプログラムでは、インターネット等を介しての事前のグループワーク、ロシアで直接顔を合わせ

てのグループワークなど、様々な形式で日露教員同士がやりとりし、恊働する機会が設けられている。その

経過については、参加者へのインタビュー等も含めてデータ収集＋分析し、成果を報告する予定にしている。 

３）１）と２）に関連して、日本とロシアの中等教育における外国語教育の現状を比較調査する。特に、「教

師の学び」に注目し、教師はどのようにして知識を構築していくのか、またどのような要因が教師の学びに

関わっていくのか、教師コミュニティの形成過程と共に縦断的に調査し、検討していきたい。 

４）最近、北米を中心に注目されている日本の教員研修アプローチ「授業研究(Lesson Study)」について、

海外の研究者との共同研究も視野に入れて調査を開始する。 

共同研究可能な分野 

Research Fields feasible 

for joint research  *1 

教育学 教科教育学 外国語教育   

キーワード Keywords*2 
ロシア語教

育 
教師教育 中等教育   

 


